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みんなが気持ちよく過ごせる学校に 

 

 秋も深まり、音楽会に向けて、子どもたちの歌声や演奏が校内に響いています。友だちと

声や音を合わせ、一つのものをつくり上げる喜びや達成感を味わえることを願って、子ども

たちとともに日々練習に励んでいます。 

 

 そんな中、最近、学校の施設や物を破損する事案が続きました。窓ガラスに向かって石を

投げたり、職員や来校者の自動車に向かって石を投げたり、このくらいは大丈夫だろうとい

う思いで間違った遊び方をして物をこわしてしまったり、という行為がありました。 

 学校では、たくさんの人が生活しています。休み時間に元気いっぱい遊ぶことも、友だち

と楽しく過ごすことも大切です。一方で、「自分にとっては楽しいことでも、周りの人はどう

感じるだろうか」「この行動をしたら、誰かが困ったり、危険な思いをしたりしないだろう

か」と、相手の立場に立って考えることも大切です。 

 特に、石を投げることは、窓ガラスなどの物を壊すだけでなく、近くにいる人や自動車に

当たったりすると、大きな事故につながる可能性があります。学校でも改めて、「石は投げな

い」「学校の物や人の物を大切にする」「周りのことや相手のことを考える」ということを子

どもたちと確認しました。 

 

 また、相手を大切にする気持ちは、日々の何気ない行動にも表れます。朝の「おはよう」、

帰りの「さようなら」といったあいさつも、その一つです。子どもたちが互いに気持ちよく

あいさつを交わし、相手を思いやる気持ちが自然にあふれる、明るく温かな学校をつくって

いきたいと考えています。 

 

 ご家庭でも、ぜひこの機会に、学校や地域での過ごし方、物を大切にすること、周りの人

を思いやることなどについて、お子さんと話してみてください。 

 

 学校とご家庭、そして地域の皆様が手を携え、子どもたちの成長をともに支えていければ

と思います。今後とも、本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 

 


